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１ 遠野市わらすっこ条例 

平成21年３月23日  

条例第11号  

目次 

 前文 

 第１章 総則（第１条・第２条） 

 第２章 子どもの権利（第３条～第７条） 

 第３章 子どもの権利を保障する責務（第８条～第13条） 

 第４章 子どもに関する基本的な市の取組（第14条～第18条） 

 第５章 推進体制の整備（第19条～第21条） 

 第６章 わらすっこ支援委員会（第22条～第31条） 

 第７章 雑則（第32条） 

 附則 

 わらすっこ（以下「子ども」といいます。）の皆さん 

 子どもは、生まれながらにして一人ひとりがさまざまな個性や能力や夢をもったかけがえ

のない存在です。一人の人として権利が尊重され、責任ある社会の一員として周りの人に大

切にされ、愛され、信頼される存在です。子どもは、さまざまな人、自然、そして文化との

適切な関わりの中で、その権利が保障され、安心して健やかに成長していくことができま

す。 

その一方で子どもは、自分の権利について学び、気づき、身につけていく中で、他の人の権

利を大切にし、お互いに権利を尊重し合える力をつけていき、自分や他の人の命の尊さを知

ることができるように支援されます。 

 おとなの皆さん 

 おとなは、真に子どもの視点を大切にするとともに、子どもにとって最善の方法は何かを

常に考え、育ちを見守り、寄り添い、支えていく責務を負っています。おとなは、そのよう

な責務とそれぞれの役割を認識し、子どもから信頼される存在であるように、お互いに連携

し、協働することが求められます。 

 市民の皆さん 

 子どもは遠野の宝であり、希望です。市はこの認識のもと、子どもの権利が尊重され、健

やかな育ちを支援するまちであることを明らかにし、この「遠野市わらすっこ条例」を制定

します。 

   第1章 総則 

 （目的） 

第１条 この条例は、児童の権利に関する条約を基にして、子どもの権利を守り、子どもの

成長を支援するしくみなどについて定めます。これにより、市が、子どもの最善の利益を

第一に考えながら、子どもの権利を保障することを目的とします。 

 （定義） 

第２条 この条例において「子ども」とは、18歳未満の人をいいます。ただし、これらの人

と同じように子どもの権利を持つことがふさわしいと認められる人も含みます。 

   第２章 子どもの権利 

 （子どもの権利の保障） 

第３条 この章に定める権利は、子どもにとって特に大切な権利として保障されます。 

 （安全に安心して生きる権利） 

第４条 子どもは、安全に安心して生きるために、主として次に掲げる権利が保障されま

す。 

(1) 命が守られ、平和で安全な環境で安心して生きること。 

(2) かけがえのない存在として愛情と理解をもって育まれること。 
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(3) 健康な生活が守られ、適切な医療が受けられること。 

(4) 虐待、体罰、暴力、いじめなどを受けないこと。 

(5) あらゆる差別を受けないこと。 

(6) 性的に不当なあつかいを受けないこと。 

(7) 年齢及び発達にふさわしい生活ができること。 

 （豊かに育つ権利） 

第５条 子どもは、豊かに育つために、主として次に掲げる権利が保障されます。 

(1) 安心できる環境で、遊んだり、休んだり、のびのび育つこと。 

(2) 個性が認められ、人格が尊重されること。 

(3) 年齢及び発達に応じて学ぶこと。 

(4) さまざまな人、自然とのふれあい及び多彩な文化の中で、共に生きること。 

(5) 多様化する社会との関わりの中で他の人と共に生き、自立していくこと。 

(6) 基本的生活習慣及び社会性を身につけること。 

 （自分が守られる権利） 

第６条 子どもは、自分が守られるために、主として次に掲げる権利が保障されます。 

(1) プライバシー及び名誉が守られること。 

(2) 信頼され、自分の意思や考えが尊重されること。 

(3) 自分の夢や希望を自由に持ち、表明し、行動できること。 

(4) 自分の持っている力を発揮できること。 

(5) 自分が心や体に危険を感じたときに保護されること。 

 （参加する権利） 

第７条 子どもは、自分たちに関わることについて参加するため、その年齢及び発達に応

じ、主として次に掲げる権利が保障されます。 

(1) 自分の意見を表すことができ、その意見が尊重されること。 

(2) 自分たちに関わることを決めることについて、自分たちの意見が反映されること。 

(3) 意見を表すために、必要な情報の提供及び支援が受けられること。 

(4) 仲間をつくり、仲間と集うこと。 

   第３章 子どもの権利を保障する責務 

 （共通の責務） 

第８条 保護者、地域住民等、学校等関係者、事業者及び市は、子どもの権利を保障するた

め、相互に連携し、及び協働するとともに、次に掲げる支援を行うよう努めなければなり

ません。 

(1) 子どもが他の人の権利を尊重し、責任ある社会の一員として育つために必要な支援 

(2) 保護者が子どもの養育及び発達に関する第一義的な責任を果たすために必要な支援 

(3) 子どもと誠実に向き合い子どものよさを見つけてほめることで、子どもが自信及び 

誇りを持ち、自分を見つめ、生きる力を養うために必要な支援 

２ 保護者、地域住民等及び学校等関係者は、子どもに対し虐待、体罰及び暴力をしては

なりません。 

３ 保護者、地域住民等、学校等関係者、事業者及び市は、事故、災害等の未然防止を図

り、子どもの安全確保に努めなければなりません。 

 （保護者の責務） 

第９条 保護者は、子どもの健やかな成長及び権利の保障にとって家庭が果たす役割を認識

するとともに、その第一義的な責任を有することを自覚し、子どもを虐待及び体罰せず守

り育てなければなりません。 

２ 保護者は、子どもに愛情を持って接し、子どもを虐待せず、子どもが基本的な生活習

慣、社会規範及び道徳観を身に付けることができるよう努めなければなりません。 

３ 保護者は、子どもにとっての最善の利益を考慮し、子どもの年齢及び発達に応じた養育

に努めなければなりません。 
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 （地域住民等の責務） 

第10条 地域住民等は、地域のさまざまな人、自然及び文化との関わりの中で、子どもの豊

かな人間性が育まれることを認識し、子どもが健やかに育つよう子どもの支援に努めなけ

ればなりません。 

２ 地域住民等は、虐待及び体罰を受けたと思われる子どもを発見したときは通告し、暴

力、犯罪などから子どもを守るため、安全で安心な地域づくりに努めなければなりませ

ん。 

３ 地域住民等は、子どもが地域社会の一員であることを認識し、子どもとともに地域活動

を行うよう努めなければなりません。 

４ 地域住民等は、子どもの豊かな成長を支えるため、地域と学校等の連携、協働による学

校経営に参画するよう努めなければなりません。 

５ 地域住民等は、次世代に残すべき子育てに係る知恵と工夫の伝承に努めなければなりま

せん。 

 （学校等関係者の責務） 

第11条 学校等関係者は、子どもが主体的に育ち、及び学ぶ環境づくりに努めなければなり

ません。 

２ 学校等関係者は、子どもの身近にいるおとなであることを自覚し、虐待、体罰、いじめ

などから子どもを守るため、関係者及び関係機関と連携し解決にあたるよう努めなければ

なりません。 

３ 学校等関係者は、関係者及び関係機関と連携を図りながら、不登校などについて適切な

対応に努めなければなりません。 

４ 学校等関係者は、子どもの育ち及び学びに関する情報の提供に努めるとともに、説明責

任を果たすよう努めなければなりません。 

５ 学校等関係者は、子どもが子どもの権利について理解し、意見を表明する機会を設け、

又は支援に努めなければなりません。 

 （事業者の責務） 

第12条 事業者は、子どもの育ちに与える影響の大きさを認識した事業活動を行うととも

に、若年層の就労支援、従業員に対する人材育成及び社会人としての教育に努めなければ

なりません。 

２ 事業者は、子育て期の従業員が仕事と子育てを両立することができる職場環境を整える

など、働き方改革の推進に努めなければなりません。 

３ 事業者は、子育て期の従業員が、その子どもと十分触れ合うことができる環境づくりに

配慮するとともに、学校等が行う職場体験学習など、子どもの育成に関する活動に協力す

るよう努めなければなりません。 

 （市の責務） 

第13条 市は、子どもの権利を保障するため、子どもにとっての最善の利益を考慮し、子ど

もに関する取組を推進しなければなりません。 

２ 市は、子どもの権利を保障し、子どもを支援するため、保護者、地域住民等、学校等関

係者及び事業者がそれぞれの責務を全うするよう、保健、福祉、医療、教育その他のあら

ゆる分野において、必要な支援及び総合調整を図らなければなりません。 

３ 市は、国、県及び子どもに関わる関係機関と相互に連携し、及び協働しなければなりま

せん。 

４ 市は、子どもに関する取組を実施するため、財政上の措置その他必要な措置を講じなけ

ればなりません。 

   第４章 子どもに関する基本的な市の取組 

 （子どもの権利の普及） 

第14条 市は、この条例及び子どもの権利について、市民の関心及び理解を深めるため、分

かりやすく広めるなど、広報活動を行います。 
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 （虐待、体罰、いじめなどの防止及び救済） 

第15条 市は、保護者、地域住民等、学校等関係者及び関係機関と連携し、及び協働し、虐

待、体罰、いじめなどの防止、相談及び救済のために必要な措置を講じます。 

 （子どもの育ちの支援） 

第16条 市は、子どもの健やかな育ちを支援するため、保護者、地域住民等、学校等関係者

及び事業者と連携し、及び協働し、次に掲げる取組を行うよう努めます。 

(1) 子どもが安全に安心して過ごすことができるための居場所づくりを進めること。 

(2) 子どもが自然及び地域社会とのふれあいの中で豊かに育つことができるための遊び及

び体験の場づくりを進めること。 

(3) 子どもが多様化する社会においてもそれぞれが認められ、他の人と共生し、責任ある

社会の一員として自立できるよう支援すること。 

 （子どもの参画活動の促進） 

第17条 市は、子どもの主体性を大切にしながら、社会参加などの促進が図られるよう必要

な支援を行います。 

 （子育て家庭の支援） 

第18条 市は、保護者が子どもを育てるにあたり、必要に応じて経済的、社会的支援を行う

とともに、保護者、地域住民等、学校等関係者及び事業者と連携し、及び協働し、支援体

制の充実に努めます。 

２ 市は、子育てに関して困難を抱えている家庭の把握に努めるとともに、その状況に配慮

したきめ細かな支援を行います。 

   第５章 推進体制の整備 

 （推進計画の策定） 

第19条 市は、子どもに関する取組を総合的かつ計画的に実施するための基本となる計画

（以下「推進計画」といいます。）を策定します。 

２ 市は、推進計画を策定するときは、この条例の趣旨に基づき、子どもを含めた市民から

意見等を求め、その反映に努めます。 

３ 市は、推進計画を策定したときは、分かりやすく公表します。 

 （評価） 

第20条 市は、推進計画に基づいて実施した取組の結果について評価します。 

２ 市は、前項の評価について、分かりやすく、速やかに公表します。 

 （推進体制） 

第21条 市は、子どもに関する取組を総合的かつ計画的に実施するため、総合的な推進体制

を整備します。 

   第６章 わらすっこ支援委員会 

 （わらすっこ支援委員会の設置） 

第22条 子どもの権利の保障を推進し、子どもに関する施策の充実を図るため、遠野市わら

すっこ支援委員会（以下「委員会」といいます。）を置きます。 

 （委員会の所掌事務） 

第23条 委員会の所掌事務は、次に掲げる事項とします。 

(1) 子ども・子育て支援法（平成24年法律第65号）第77条第１項各号に掲げる事務を処理

すること。 

(2) 子どもに関する市の施策の充実に必要な事項を調査審議すること。 

 （提言及びこれに対する措置） 

第24条 委員会は、子どもに関する施策に関し、必要があると認めるときは、市長その他の

執行機関（以下「市長等」といいます。）に対し提言をすることができます。 

２ 市長等は、委員会の提言を尊重し、必要な措置を講ずるものとします。 

 （組織） 

第25条 委員会は、委員15人以内をもって組織します。 
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２ 委員は、人権、教育、福祉その他子どもの権利に関わる分野において識見を有する者及

び市民のうちから市長が委嘱します。 

 （委員の責務） 

第26条 委員は、職務上知り得た情報を漏らしてはなりません。その職を退いた後も、同様

とします。 

 （任期） 

第27条 委員の任期は２年とし、再任を妨げません。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とします。 

 （委員長及び副委員長） 

第28条 委員会に委員長及び副委員長１人を置き、委員の互選によりこれを定めます。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表します。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理します。 

 （会議） 

第29条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となります。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができません。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よります。 

 （関係者の出席） 

第30条 委員会は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その説明又は意見を

聴くことができます。 

 （庶務） 

第31条 委員会の庶務は、子育て応援部において処理します。 

   第７章 雑則 

 （委任） 

第32条 この条例の施行に必要なことがらは、市長その他の執行機関が定めます。 

   附 則 

 この条例は、平成21年４月１日から施行します。 

   附 則（平成25年９月27日条例第22号） 

 この条例は、平成25年10月１日から施行します。 

附 則（平成29年12月12日条例第23号） 

 この条例は、平成30年４月１日から施行します。 

附 則（令和元年12月13日条例第50号） 

 この条例は、令和２年４月１日から施行します。 
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２ 遠野市わらすっこ基金条例 

平成21年3月23日  

条例第12号  

 （設置） 

第１条 市民が安心して子どもを産み育て、子どもが健やかに育つ環境の充実を図ることを

目的に、遠野市わらすっこ基金（以下「基金」という。）を設置する。 

 （積立て） 

第2条 基金として積み立てる額は、一般会計歳入歳出予算（以下「予算」という。）で定

める額とする。 

 （管理） 

第３条 基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により保管

しなければならない。 

２ 基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券に代えることができ

る。 

 （運用益金の処理） 

第４条 基金の運用から生ずる収益は、予算に計上して、この基金に編入するものとする。 

 （繰替運用） 

第5条 市長は、財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、期間及び利率を

定めて、基金に属する現金を歳計現金に繰り替えて運用することができる。 

 （処分） 

第６条 基金は、次の各号のいずれかに該当する事業の財源に充てる場合に限り、これを処

分することができる。 

(1) 子育て支援に関する事業 

(2) 子どもの活動支援に関する事業 

(3) 前２号に掲げるもののほか、子どもが健やかに育つ環境づくりに関する事業 

 （委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、市長が別に定め

る。 

   附 則 

 この条例は、平成21年４月１日から施行する。
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３ 計画策定の取り組みにかかる経過 

 
保護者 他 計

1 わらすっこ支援委員会 5月28日 東舘庁舎３階大会議室 第１回わらすっこ支援委員会 15 15

2 7月11日 東舘庁舎３階大会議室 第２回わらすっこ支援委員会 11 11

3 8月22日 東舘庁舎３階大会議室 第３回わらすっこ支援委員会 12 12

4 11月6日 東舘庁舎３階大会議室 第４回わらすっこ支援委員会 10 10

5 12月18日 東舘庁舎３階大会議室 第５回わらすっこ支援委員会 9 9

6 2月13日 東舘庁舎３階大会議室 第６回わらすっこ支援委員会 11 11

7 わらすっこ会議 9月28日 東舘庁舎３階大会議室 第１回わらすっこ会議　委員16名(小11・中3・高2) 16 16

8 11月9日 東舘庁舎３階大会議室 第２回わらすっこ会議　委員17名(小11・中3・高3) 17 17

9 庁内・関係機関会議 4月11日 東舘庁舎３階大会議室 遠野市総合力推進ミーテイング 17 17

10 5月13日 とぴあ庁舎大会議室 第１回地域経営会議報告(子育て支援施策３本柱) 23 23

11 5月29日 本庁舎大会議室 ５月遠野スタイル総合力推進本部会議報告(子育て支援施策３本柱) 52 52

12 7月29日 とぴあ庁舎大会議室 第４回地域経営会議報告(プラン・条例・基金子育て３本柱の創造・発展) 23 23

13 8月6日 本庁舎大会議室 第１回総合計画審議会報告(プラン・条例・基金子育て３本柱の創造・発展) 46 46

14 9月26日 本庁舎大会議室 第１回総合教育会議協議(プラン・条例・基金子育て３本柱の創造・発展) 19 19

15 10月28日 とぴあ庁舎大会議室 第７回地域経営会議協議(わらすっこ条例一部改正・わらすっこプラン骨子) 20 20

16 11月20日 東舘庁舎３階大会議室 11月教育委員会定例会報告(わらすっこ条例一部改正) 15 15

17 1月27日 とぴあ庁舎大会議室 第９回地域経営会議協議(わらすっこプラン) 25 25

18 3月19日 東舘庁舎３階大会議室 ２月教育委員会定例会報告(わらすっこプラン) 15 15

19 子育て支援実施本部会議 4月9日 東舘庁舎２階中会議室 ４月子育て支援実施本部会議 10 10

20 6月26日 東舘庁舎２階中会議室 ６月子育て支援実施本部会議 8 8

21 7月30日 東舘庁舎２階中会議室 ７月子育て支援実施本部会議 13 13

22 8月19日 東舘庁舎２階中会議室 ８月子育て支援実施本部会議 9 9

23 9月19日 東舘庁舎２階中会議室 ９月子育て支援実施本部会議 9 9

24 10月24日 東舘庁舎２階中会議室 10月子育て支援実施本部会議 11 11

25 11月21日 東舘庁舎２階中会議室 11月子育て支援実施本部会議 10 10

26 12月18日 東舘庁舎２階中会議室 12月子育て支援実施本部会議 7 7

27 1月21日 東舘庁舎２階中会議室 １月子育て支援実施本部会議 9 9

28 2月14日 東舘庁舎２階中会議室 ２月子育て支援実施本部会議 7 7

29
社協・福祉の里・子育て
応援部定例連携会議

7月22日 遠野健康福祉の里 ７月社協・福祉の里・子育て応援部定例連携会議 10 10

30 9月20日 遠野健康福祉の里 ９月社協・福祉の里・子育て応援部定例連携会議 10 10

31 12月20日 遠野健康福祉の里 12月社協・福祉の里・子育て応援部定例連携会議 10 10

32 2月21日 遠野健康福祉の里 ２月社協・福祉の里・子育て応援部定例連携会議 10 10

33 有識者会議 10月24日 東舘庁舎２階中会議室 有識者会議(５人) 5 5

34 市議会 8月20日 本庁舎大会議室 市議会議員全員協議会報告(プラン・条例・基金子育て３本柱の創造・発展) 18 18

35 11月26日 本庁舎大会議室
市議会議員全員協議会協議・報告(わらすっこ条例一部改正、３本柱の創造
発展)

18 18

36 12月3日 本庁舎議場 市議会12月定例会(わらすっこ条例一部改正) 18 18

37 2月18日 本庁舎大会議室 市議会議員全員協議会報告(３本柱の創造・発展) 18 18

38
遠野高校新しい遠野物
語を創るプロジェクト

5月28日 遠野高校
新しい遠野物語を創るプロジェクト「子育て支援の推進」(プラン・
条例・基金子育て３本柱の創造・発展)

23 23

39 6月4日 東舘庁舎３階大会議室
新しい遠野物語を創るプロジェクト「子育て支援の推進」(子育て支
援施策・居場所について)

22 22

40 6月25日
放課後等ディサービスこむ
こむ・運動公園

新しい遠野物語を創るプロジェクト「子育て支援の推進」(施設研
修・放課後等ディサービス・運動公園)

22 22

41 7月9日
花巻清風支援学校分教室・
日中一時支援事業・放課後
子ども教室

新しい遠野物語を創るプロジェクト「子育て支援の推進」(施設研
修・特別支援学校・日中一時支援事業・放課後子ども教室)

22 22

42 7月23日 東舘庁舎３階大会議室
新しい遠野物語を創るプロジェクト「子育て支援の推進」(わら
すっこ条例・公園・約束について)

21 21

43 9月3日 市民センター講義室
新しい遠野物語を創るプロジェクト「子育て支援の推進」(わら
すっこ条例・子どもの権利について)

21 21

44 教育・保育施設 8月19日 遠野聖光こども園 遠野聖光こども園職員懇談会 - 5 5

45 8月19日 鱒沢保育園 鱒沢保育園保護者懇談会 6 4 10

46 8月20日 達曽部保育園 達曽部保育園保護者懇談会 6 7 13

47 8月21日 宮守保育園 宮守保育園保護者懇談会 14 9 23

48 8月22日 光の園幼稚園 光の園幼稚園職員懇談会 - 2 2

49 8月23日 上郷保育園 上郷保育園保護者懇談会 10 5 15

50 8月28日 土淵保育園 土淵保育園保護者懇談会 24 7 31

51 8月29日 青笹保育園 青笹保育園保護者懇談会 17 13 30

52 8月30日 松崎保育園 松崎保育園保護者懇談会 16 9 25

53 9月2日 白岩保育園 白岩保育園保護者懇談会 20 13 33

54 9月3日 附馬牛保育園 附馬牛保育園保護者懇談会 12 6 18

55 9月9日 岩滝保育園 岩滝保育園保護者懇談会 10 4 14

56 9月11日 綾織保育園 綾織保育園保護者懇談会 6 8 14

57 9月13日 神明保育園 神明保育園保護者懇談会 18 15 33

58 9月17日 遠野保育園 遠野保育園保護者懇談会 14 13 27

59 関係機関団体等 6月24日 東舘庁舎３階大会議室 遠野市保育協会園長会議(おむつ処理について等) 18 18

60 7月18日 東舘庁舎２階中会議室 遠野市保育協会 3 3

61 7月23日 東舘庁舎３階大会議室 遠野市保育協会園長会議(おむつ処理について等) 17 17

62 8月21日 東舘庁舎３階大会議室 第３回遠野市立小中学校長会議(わらすっこ会議について) 14 14

63 8月22日 東舘庁舎２階中会議室 遠野市保育協会児童館長会議(閉館時間について等) 13 13

64 8月27日 東舘庁舎３階大会議室 遠野市保育協会園長会議(おむつ処理について等) 18 18

65 9月17日 ちょボラ グループわらべ 5 5

66 9月20日 遠野健康福祉の里 遠野市社会福祉協議会 4 4

67 9月26日 総合福祉センター いっぽいっぽの会 12 12

68 10月3日 総合福祉センター クレヨンの会 10 10

69 10月4日 東舘庁舎２階中会議室 遠野市母子寡婦福祉協会 5 5

70 10月7日 遠野健康福祉の里 民生児童委員協議会 21 21

71 10月10日 東舘庁舎３階小会議室 主任児童委員部会 18 18

72 10月11日 東舘庁舎３階大会議室 第４回遠野市立小中学校長会議(わらすっこ会議について) 14 14

73 10月16日 東舘庁舎３階大会議室 子育て世代 0 0

74 10月16日 遠野聖光こども園 子育て世代 7 7

合計 180 989 1169

NO
参加者数 人

月日 会場 名称等・対象者区分
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４ わらすっこ支援委員会委員名簿 
  

No 役職 氏名 性別 区分 選出機関・団体

1 委員長 松田　希実 女 子育て世代 保護者

2 副委員長 汀　大 男 企業選出 建設業協会青年部・保護者

3 委員 浅沼　明子 女
子育て支援者
（保育者）

市内保育園長

4 委員 岡田　太輔 男 子育て世代 光の園幼稚園保護者会

5 委員 佐々木　哲也 男
子育て支援者
（教育関係）

遠野市校長会

6 委員 青山　由紀子 女 子育て世代 聖光こども園保護者会

7 委員 菊池　健也 男
子育て支援者
（福祉関係）

社会福祉協議会

8 委員 菊池　タキ 女 子育て支援者 主任児童委員

9 委員 小松　達也 男 子育て世代 遠野市保育園父母の会連合会

10 委員 菊池　夢乃 女 未来の子育て世代 市内高校生（遠野高校）

11 委員 佐々木　あゆな 女 未来の子育て世代 市内高校生（遠野緑峰高校）

12 委員 佐々木　昭子 女 子育て支援者 児童館長

13 委員 佐藤　賀多子 女
子育て支援者
（療育関係）

いっぽいっぽの会

14 委員 藤山　重理子 女 企業選出 市内企業・保護者

15 委員 松田　富子 女 子育て支援者 ファミサポまかせて会員

任期:平成30年８月１日～令和２年７月31日

　【事務局】子育て応援部　こども政策課

　　　　　　　子育て応援部　母子安心課

芳賀　寛 子育て応援部母子安心課長

澤村　敦子 子育て応援部母子安心課　副主幹

佐々木　一富

佐々木　真奈美

高橋　静香

鈴木　真一

子育て応援部長

子育て応援部こども政策課長

子育て応援部こども政策課　元気こども担当主査

子育て応援部こども政策課　児童家庭担当主査
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５ 子育て支援実施本部名簿       ６ 子育て応援部職員名簿 

 

 

  職名 氏名

子育て応援部長 佐々木　一富

職名 氏名

こども政策課長 佐々木　真奈美

元気こども担当主査 　髙橋　静香

児童家庭担当主査 　鈴木　真一

主任兼助産師 　菊池　幸枝

主任 小笠原　拓哉

主事 菊池　彩友未

職名 氏名

母子安心課長 芳賀　寛

副主幹 　澤村　敦子

主任 　菊池　より子

主任 　菊池　恵美子

主任兼保健師 　千葉　陽子

主任兼助産師 　昆野　幸恵

主任兼助産師 　増子　幸子

保健師 　大里　梨恵

保健師 　舩野　浩子

職名 氏名

総合食育課長 佐々木　一富

子育て応援部総合食育課

子育て応援部

子育て応援部こども政策課

子育て応援部母子安心課

職名 氏名

子育て応援部長(本部長) 佐々木　一富

子育て応援部こども政策課長 佐々木　真奈美

子育て応援部母子安心課長 芳賀　寛

職名 氏名

教育委員会教育部長 澤村　一行

教育委員会学校教育課長 菊池　春夫

教育委員会学校教育課学校総務担当課長 佐々木　伸二

学校給食センター所長 菊池　徳明

職名 氏名

生涯学習スポーツ課長 高橋　隆悦

職名 氏名

社会福祉法人遠野市保育協会常務理事 菊池　保夫

社会福祉法人遠野市保育協会事務局長 海老子川　孝子

子育て応援部

教育委員会

市民センター

社会福祉法人遠野市保育協会
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７ わらすっこのうた 
 

 

 
 


